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落合国有林に隣接する民有林(約1千㌶)の計画的

な森林施業を行っていく上で、作業道の相互利用・整

備や協調施業・販売など国有林と民有林が連携した取

組み(民国連携)の可能性や課題などを探る現地検討

会を８月３０日に行いました。現地検討会には、民有

林所有者、林業事業体と徳島署の６名が参加し、間伐

を予定している民有林に隣接する国有林の作業道の

整備ルートや、次期森林計画期間(H29～)に予定して

いる国有林間伐の実行のための民有林作業道の延伸

など、具体的な検討・現地確認を行いました。徳島署

では、引き続き関係機関との調整を図り、協調施業・販

売などの民国連携の実現を目指していきます。 

民国連携に向けた現地検討会を行いました 

徳島県総合防災訓練に参加しました 
９月１日の「防災の日」に、海陽町「まぜのおか」を主

会場に開催された「徳島県総合防災訓練」に参加しま

した。今回の防災訓練には、142 の機関、1000 人が

参加し、起震車による地震体験などの防災体験や事

故車両負傷者救助訓練、倒壊建物からの救助・搬送

訓練など、広域災害への備えをテーマにした様々な訓

練が行われました。特に事故車両負傷者救助訓練で

は、車に覆い被さった倒木を海部森林組合のプロセッ

サーが玉切り・除去し、緊急車両等の通行スペースを

確保するなど、高性能林業機械が災害時にも活躍でき

ることを証明しました。警察、消防など参加された方々

の凜とした動作・行動が、地域の安全・安心に繋がって

いることを感じる貴重な１日でした。 

徳島県が進める「新次元林業プロジェクト」の担い手

対策として今春、県立那賀高校に設置された「森林ク

リエイト科」の生徒２０名を対象に、９月１４日、「森林

とは」「世界の中の日本の森林」「四国４県の森林と徳

島県の森林」などをテーマとした森林環境教育を行い

ました。この取組みは、今春入学した生徒が卒業する

３年間、継続した森林環境教育を行う初めての取組み

で、森林・林業の専門分野を補完する分野、内容など

を中心に計９回の森林環境教育を行います。このよう

に、徳島森林管理署では、地域の担い手対策を支援

する活動に積極的に取り組んでいきます。 

森林クリエイト科への講義を行いました 
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